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ホームアリーナ検査要項 

2026－27シーズン新Ｂ１用 
 

【検査基準】 

★★★：2026－27シーズン Ｂ１クラブライセンス交付規則 第18条［ホームアリ

ーナ基準］を充足するために、2024年審査時もしくは2026年以降審査時※

に具備しなければならない条件（改修予定、新設計画がある場合には図面

等の書類により確認できる条件） 

   

《新設アリーナ(8,000席以上)に関する取扱い》B.LEAGUEオールスターや

日本代表戦の招致の際は、優先となる可能性がある。 

※2026年以降審査時とは、2026－27シーズン以降で審査対象のアリーナで行う最

初の公式戦までのことを指す 

【検査項目】 

① 施設要件 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅰ 

座
席 

１．入場可能数 
◆5,000席以上の観客席数を有

する 
★★★ － 

※席数の計

算は以下の

方法とする 

《座席数の計算方法》 

イ：固定席（スタンド席） 

ロ：アリーナに設置される施設に常設、または常備されている可動席（壁面収

納型）、および移動席（移動式設備） 

ハ：アリーナにクラブが独自に設置（施工、設営）する仮設席（ただしイスを

置いただけの座席は除く） 

ニ：アリーナにクラブが独自に設置するイス席 

ホ：施設、および消防に正式に認可された「立見席」エリアに設定されたスペ

ース（詳細条件を下記に示す） 

ヘ：アリーナに指定場所として設置されている「車椅子席」（詳細条件を下記

に示す） 
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅰ 

座
席 

チ：「イ」から「ニ」の座席に関して、以下の要件に当てはまる座席は計算か

ら除く 

・施設、および消防が認可しない、またはしていない座席（特に、「ハ」と

「ニ」の座席に関して注意する） 

・運営上の安全を考慮するために販売しない座席 

リ：「イ」および「ハ」の座席に関して、以下の要件で計算する 

・イスの形状が個席ではなくベンチ形状の場合は、幅400mmを１席として計

算する 

ただし、既存で400mm以下の幅で座席が設定されている場合はその限りで

はない 

ヌ：「立見席」の取り扱い条件を下記の通りとする 

入場可能数の算定に算入できる立見席は、入場可能数の10％以下とする。 

・「立見席」の設置に関して、施設、および消防から正式に認可を受けてい

ること 

・設置する「立見席」によって、既存席の観客が不利益を受けないこと 

・上記条件に従い、「立見席」スペースの設定を設営、施工によって明確に

行うこと 

・上記条件に従い、「立見席」の観客の入場時、試合中、退場時の対応につ

いて文書化されたマニュアルを作成し、事前にリーグの認可を受けること

（緊急時の対応については、別途、マニュアルを提出） 

※建築基準法に基づく「立見席」の設置基準は、収容数の計算上の規定であ

り、実際にその規定に従って同様規模の人数を「立見席」の観客として計

算することは、当検査要項では考えない（「１人当り0.2㎡で当該スペース

の面積を割り人数を出す」という規定を指す） 

ル：「車椅子席」の取り扱い条件を下記の通りとする 

・法令で決められているサイズを前提として利用可能者数を計算に含む（車

椅子の状態で利用） 

・介助者が付き添うことを想定する場合は、イス１脚を設置するスペースを

含めて指定場所内の利用可能者数を計算に含む 
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅰ 

座
席 

オ：「スイート・ラウンジ」の取り扱い条件を下記の通りとする 

・スイートについては個室内の座席はアリーナの総座席数として原則カウン

トしないが、試合コートを見渡すことができる個室内の席やスイート利用

者専用のアリーナ内の座席は対象として計算に含む 

・ラウンジについてはラウンジ内の座席はアリーナの総座席数として原則カ

ウントしないが、試合コートを見渡すことができるラウンジ内の席やラウ

ンジ利用者専用のアリーナ内の座席は対象として計算に含む 

 

《リーグ戦以外のリーグ公式試合、ＪＢＡ主催試合・大会、およびＦＩＢＡ主

催大会開催に必要な観客席数》 

イ：Ｂ．ＬＥＡＧＵＥ公式試合 

・オールスターゲーム → 5,000席以上 

・Ｂリーグチャンピオンシップ決勝 → 8,000席以上 

ロ：ＪＢＡ主催試合・大会 

・全日本総合選手権（オールジャパン）都道府県予選 決勝等 

 → 5,000席以上 

・全国高校選手権（ウインターカップ）都道府県予選 決勝等 

 → 5,000席以上 

・男女日本代表強化試合 → 5,000席以上 

ハ：ＦＩＢＡ主催大会 

・女子世界選手権予選ラウンド/アンダーエイジ世界選手権 

 → 4,000席以上 

・女子世界選手権決勝ラウンド/男子ワールドカップ予選ラウンド 

 → 8,000席以上 

・男子ワールドカップ決勝ラウンド → 15,000席以上 
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅰ 

座
席 

２ 

既
存
座
席
（
施
設
の
常
設
ま
た
は
常
備
設
備
） 

(1) 固定席（ス

タンド席） 

◆すべての座席から試合コー

トが見渡せる 
－ ★★★ 

 

◆すべての座席の幅は、１席当

たり400mm以上ある 
★★★ － 

◆すべての座席にチケットに

表記する番号・記号と同じ表

示が取付けてあること、また

は取り付けられる 

－ ★★★ 

◆すべての座席は個席である

（独立したイスで設置され

ている） 

★★★ － 

◆すべての座席に「背もたれ」

が付いている 
－ ★★★ 

(2) 可動席（壁

面収納型）お

よび移 動席

（移動 式設

備） 

◆すべての座席から試合コー

トが見渡せる 
－ ★★★ 

 

◆すべての座席の幅は、１席当

たり400mm以上である 
★★★ － 

◆すべての座席にチケットに

表記する番号・記号と同じ表

示が取付けてあること、また

は取り付けられる 

－ ★★★ 

◆すべての座席は個席である

（独立したイスで設置され

ている） 

★★★ － 

◆すべての座席に「背もたれ」

が付いている 
－ ★★★ 

◆固定席（スタンド席）からの

出入りが可能である 
★★★ － 
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅰ 

座
席 

２ 

既
存
座
席
（
施
設
の
常
設
ま
た
は
常
備
設
備
） 

(3) スイート・

ラウンジ 

◆スイートがあること 

スイートとは、飲食や談話等

を楽しむことができる原則、

居室化※されたスペース・席

とそれとは別に試合を観戦

する座席が併設配置された

スペースであること 

※居室化とは周囲から視覚

的に独立し周囲の音など

から遮断されている状態

のことをしめす 

★★★ － 

 

◆ラウンジがあること 

ラウンジとは試合観戦する

座席※を備え、それとは別に

飲食や談話するスペースや

エリアがあること 

※ラウンジ利用者の座席は

一般の座席で可とする 

★★★ － 

◆VIPが利用時には入場口から

スイートには他の利用者と

隔離された動線（一時的でも

可）確保されている 

※入場口を分けることが望

ましい 

★★★ － 

◆固定席(スタンド席)からの

出入りが不可能な場所にス

イート・ラウンジ利用人数相

当の座席が用意されている 

★★★ － 

◆VIPが利用時にはスイートか

ら座席に独立の（一時的でも

可）動線で座席にアクセスで

きる 

★★★ － 
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅰ 

座
席 

２ 

既
存
座
席
（
施
設
の
常
設
ま
た
は
常
備
設
備
） 

(3) スイート・

ラウンジ 

◆スイートについてはホーム

ゲーム開催時には入場可能

数の２％以上が利用可能な

席がある 

★★★ － 

 
◆飲食の提供が可能である － ★★★ 

◆ラウンジについては（スイー

トと合計して）入場可能数の

５％以上が利用できるエリ

ア・スペースがある 

★★★ － 

◆飲食の提供が可能である － ★★★ 

《スイート・ラウンジに求めるもの》 

利用される方々が非日常的でラグジュアリーな観戦体験や商談等にもスイ

ートが活用出来る事を期待し、ホスピタリティのある高付加価値な場を提

供する事 

また、VIPや国賓級な方などが来る場合でも対応できる事 

 

《スイート・ラウンジの推奨要件》 

・一般客と分離したトイレを持つ 

・飲食等が提供できるように給排水設備をもつ 

・ゆったりくつろげるソファやテーブルを備えている 

・室内にモニターを備えている 

 

(4) 車椅子席 

◆試合コートを既存座席の観

客に影響されることなく視

認できる位置にある 

－ ★★★ 

 

◆他の既存座席の観客の通行

に影響しない安全な場所に

ある（安全な構造になってい

る） 

－ ★★★ 

◆介護者用のイス（備品）が用

意されている 
－ ★★★ 
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅰ 

座
席 

２ 

既
存
座
席
（
施
設
の
常
設
ま
た
は
常
備
設
備
） 

(4) 車椅子席 

◆車椅子席の場所から近い位

置に身障者専用のトイレ設

備がある 

★★★ － 

 

◆車椅子席の場所から近い位

置に車椅子の観客が利用可

能なエレベータ設備がある 

★★★ － 

◆車椅子席への誘導導線は他

の観客の通行に影響しない

安全な設定である 

★★★ － 

◆恒常的に車椅子席（スペー

ス）を確保する。必要に応じ

て入場可能数の0.5％以上の

車椅子席(スペース)の確保

を行える。 

★★★ － 

(5) 立見席 

◆試合観戦に際して苦痛や不

利益を感じないスペースの

設定となっている 

・荷物の置き場 

・隣の観客との接触 

・通路上での設定の場合、他

の観客の通行の障害とな

らない 

・個人毎の立見位置に番号・

記号が表示できる（チケッ

ト表記との同一性が確保

できる） 

－ ★★★  
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅰ 

座
席 

２ 

既
存
座
席
（
施
設
の
常
設
ま
た
は
常
備
設
備
） 

(5) 立見席 

◆固定席または移動席・移動席

の観客が立ち入れない設営、

および運営が可能である 

・専用スペースを区分するた

めの備品の設置（プラ柵、

ロープなど） 

・専用スペースを区分するた

めの設営（マーキングやテ

ーピングなど） 

・専用スペースを管理する専

任スタッフの配置 

－ ★★★  

３ 

仮
設
席 

(1) アリーナ席 

◆すべての仮設席は施設およ

び消防の認可を受けて設置

されている 

★★★ － 

 

◆すべての仮設席は既存座席

からの観戦に影響しない設

置方法である 

★★★ － 

◆すべての仮設席は観客の通

行や運営上必要な動線を確

保した上で設置されている 

★★★ － 

◆すべての仮設席は安全性を

考慮して設計されており、設

置、設営、施工の方法は施設

の認可を受けている 

★★★ － 

４．「客席図面」の

承認 

◆２－(1)～(5)、および３－

(1)～(2)の要件を踏まえた

ホームゲーム開催時の「客席

図面」を、リーグに提出し事

前の承認を受ける 

★★★ －  
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅱ 

試
合
ア
リ
ー
ナ 

１．基本サイズ 

◆下記要件を踏まえた「コート

エリア」を適切な広さで設置

するために、下記要件を満た

すスペースを「コートエリ

ア」として確保できる 

※「コートエリア」にはアリー

ナに設置される可動席・移動

席、および仮設席、加えて、

通路のスペースは含まれな

い 

★★★ － 

 

◆「コートエリア」の外側には、

消防法に準じた幅の通路が

設定されている 

★★★ － 

《コートエリアの設定要件》 

・試合コート（32ｍ×19ｍ） 

・スコアラーズテーブル 

・チームベンチ 

・ゴール器具 

・コートサイド広告看板設置スペース 

・フォトグラファーポジション 

※当要項は、ＦＩＢＡによる「OFFICIAL BASKETBALL RULES2020」、「INTERNAL 

REGULATION BOOK2-COMPETITIONS」に基づく 

 

２．フロア床材（常

設設備） 

◆試合コートの床材は「木製」

が望ましい 

合成材の場合は製品仕様お

よび状況をリーグが実地検

査にて確認して使用する 

－ ★★★  

※当要項は、ＦＩＢＡによる「OFFICIAL BASKETBALL RULES 2020 –BASKETBALL 

EQUIPMENT-」に基づく 

※Ｂ．ＬＥＡＧＵＥのすべての主催試合は、「OFFICIA;L BASKETBALL RULES 2020 

–BASKETBALL EQUIPMENT-」の規定にある「LEVEL 1」に該当する 
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅱ 

試
合
ア
リ
ー
ナ 

３．照明設備（常

設設備） 

◆「コートエリア」全体を均一

に照らし、その平均照度が

1,400ルクス以上を確保され

ている 

※将来的には「コートエリ

ア」全体を均一に照らし、

その平均照度が2,000ルク

ス以上を確保できること

が望ましい 

－ ★★★  

※当要項は、ＦＩＢＡによる「OFFICIAL BASKETBALL RULES 2020 -BASKETBALL 

EQUIPMENT-」に基づく 

※Ｂ．ＬＥＡＧＵＥのすべての主催試合は、「OFFICIAL BASKETBALL RULES 20202 

–BASKETBALL EQUIPMENT－」の規定にある「LEVEL 1」に該当する 

《コートエリア照度測定基準》 

両サイドラインの両端、および中央の計６点と、コート中央の１点の、７点

での測定値の平均を測定する 

ただし、各測定地点毎の照度が200ルクス以上の差を生じる場合は、照明設

備の改善を検討しなければならない 

 

※参考 

「OFFICIAL BASKETBALL RULES 20202 –BASKETBALL EQUIPMENT-」においては、

1500ルクス以上とされている 
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅱ 

試
合
ア
リ
ー
ナ 

４．音響設備（常

設設備） 

◆すべてのエリア（観客席、コ

ートエリアなどメインアリ

ーナ全体）で明瞭に、また適

切な音量で音が聞こえる音

響設備を常設設備として備

えている 

なお、常設設備の効果が適切

に得られない場合、クラブが

その効果を補完するために

独自の音響機材を持ち込ん

で使用する場合は、その限り

ではない 

－ ★★★  

◆緊急時や観客向けへの案内

などに使用するための場内

放送設備を常設設備として

備えている 

なお、常設設備の効果が適切

に得られない場合、クラブが

その効果を補完するために

独自の音響機材を持ち込ん

で使用する場合は、その限り

ではない 

－ ★★★  

５．空調設備（設

備） 

◆適切なアリーナ内温度（冷房

季：26℃、暖房季：21℃を目

安とする）調整が可能な常設

の空調設備を備えているこ

ととする。 

また、空調設備は以下の機能

を備えているものとする 

ただし、暖房機能については

地域特性も考慮するものと

する 

・暖房機能 

・冷房機能 

－ ★★★  
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅱ 

試
合
ア
リ
ー
ナ 

６．大型映像設備

（常設設備） 

◆映像および文字を高精度で

表示でき、すべての観客から

視認可能な位置に設置され

た大型映像設備を常設設備

として備えている 

常設設備が存在しない場合

は仮設により設置する 

※仮設の場合は2026年以降

の利用時に判断する事とす

る 

★★★ － 

 

◆大型映像設備は、既設装置以

外の外部からの信号入力が

可能である 

－ ★★★ 

◆大型映像設備は、デジタル信

号の入力に対応し、また、表

示機能を備えている 

－ ★★★ 

《推奨要件》 

大型映像装置の形式は天吊りビジョンやリボンビジョン等を用いる事 
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅲ 

練
習
環
境
（
試
合
前
） 

１．基本サイズ 

◆試合当日の練習が試合コー

トにて実施できない場合 

バスケットボールコートを

正規のサイズで１面以上設

置可能であるサブアリーナ

を備えている 

 

練習がサブアリーナにて実

施できない場合 

バスケットボールコートを

正規のサイズで１面以上設

置可能である練習場を備え

ている 

※当該練習場は原則車で30

分以内に主に使用される宿

泊施設もしくは試合会場に

到着できる 

★★★ －  

２．フロア床材（常

設設備） 

◆試合コートの床材は「木製」

が望ましい 

合成材の場合は製品仕様お

よび状況をリーグが実地検

査にて確認して使用する 

－ ★★★  

３．照明設備（常

設設備） 

◆全体を均一に照らし、競技に

支障が出ない照度が確保さ

れている 

－ ★★★  

  



  

  

318 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅲ 

練
習
環
境
（
試
合
前
） 

４．空調設備（設

備） 

◆適切なアリーナ内温度（冷房

季：26℃、暖房季：21℃を目

安とする）調整が可能な常設

の空調設備を備えているも

のとする。 

また、空調設備は以下の機能

を備えているものとする 

ただし暖房機能については

地域特性も考慮するものと

する 

・暖房機能 

・冷房機能 

－ ★★★  

Ⅳ 飲食関連施設 

◆敷地内に観客を対象とした

飲食物販売を行う売店を臨

時で設置できる施設、もしく

は専用スペースがある（物販

を含む） 

★★★ － 

 
◆ホームゲーム開催時に運営

関係者を対象としたケータ

リングサービスの対応がで

きる 

－ ★★★ 

◆施設内に観客を対象とした

飲食物販売を行う売店施設

が常設施設としてある 

★★★ － 

Ⅴ 

駐
車
場 

１．基本要件 

◆施設内にある駐車場には、夜

間でも利用可能な照明設備

がある 
★★★ － 

 ◆駐車場内は適切な駐車位置

の区分や車両の進行方向の

マーキングが施されており、

適切な安全対策がとられて

いる 

－ ★★★ 

  



  

  

319 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅴ 

駐
車
場 

１．基本要件 

◆駐車場は騒音の影響で施設

近隣から苦情等が発生しな

い場所にある 

★★★ － 

 
◆緊急時の搬送出入り口に隣

接して、緊急車両を横付けで

きるスペースがある 

★★★ － 

２．一般駐車場 

◆公共交通機関の利用環境、お

よび施設の立地環境を鑑み

て、観客が利用できる相応規

模の駐車場スペースが常設

施設としてある 

※ただし、施設が主要駅等か

ら徒歩圏内にある場合は

その限りではない 

－ ★★★ 

 
◆駐車場内に「身障者専用スペ

ース」が車椅子席数に応じた

規模で、車椅子の観客用の出

入り口にアクセスしやすい

位置に常設してある 

－ ★★★ 

◆ツアーバス等、団体観客に対

応した大型車両駐車スペー

スがある 

－ ★★★ 

◆臨時シャトルバスの運行が

ある場合は、入場口にアクセ

スしやすい場所に乗降場所

を設定でき、また、必要に応

じて待機用駐車スペースが

ある 

－ ★★★  

  



  

  

320 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅴ 

駐
車
場 

３．チーム専用車

両用駐車場 

◆使用するチーム数に応じて、

大型バス、その他関係車両が

駐車できる専用スペースが、

観客やメディアがアクセス

できない場所に、加えて、専

用出入り口に隣接した位置

に、適切な規模で設定できる 

★★★ －  

４．来賓専用駐車

場 

◆来賓専用出入り口に隣接し

た場所に、適正規模で、来賓

専用駐車スペースがある 

－ ★★★ 

 

５．メディア専用

駐車場 

◆メディア専用出入り口に隣

接した場所に、適正規模で、

メディア専用駐車スペース

がある 

－ ★★★ 

６．テレビ中継専

用駐車場 

◆以下の要件にて、テレビ中継

制作体制を構築するために

必要な駐車スペースがある

（ＴＶコンパウンド） 

★★★ － 

《ＴＶコンパウンドに関する必須要件》 

イ：大型中継車（10－12ｍ車長）、音声中継車（８－10ｍ車長）、電源車等の大

型車両が、車内設備を稼働させた状態で長時間駐車可能な専用スペースを

確保する 

ロ：専用スペースは、観客がアクセスできない場所に設定する 

ハ：専用スペースは、テレビ関係者専用出入り口、もしくはケーブルの館内入

れ込み位置に隣接している 

ニ：専用スペースは、ケーブルの敷設、機材の設置に問題がない場所に設定す

る 

ホ：専用スペースは、施設の電源設備や館内共聴設備、端子盤設備の使用に障

害のない場所に設定する 

  



  

  

321 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅴ 

駐
車
場 

《TVコンパウンドに関する推奨要件》 

・TVコンパウンドの付近に光回線のONUを設置できる設備がある 

・中継映像を館内で流す場合には、TVコンパウンドの近くに館内共聴設備の入

出力が可能な設備がある 

・複数社の中継がある場合を考慮して、3社以上が同時に中継できるスペース

があることが望ましい。 

・通線口等が整備されている 

・用いる伝送手段に応じて伝送する方角に安全にケーブル等を通せる設備があ

るもしくはその方角に駐車場がある 

・駐車場内でTVコンパウンド車がエンジンをかけた状態で使用できる 

７．関係者駐車場 

◆ホームゲーム運営関係者用

およびクラブ関係者用とし

てとして、適正規模で、関係

者駐車場がある 

－ ★★★ 

 
◆会場設営および持込機材等

の運搬用大型車両用として、

適正規模で、専用駐車スペー

スがある 

－ ★★★ 

  



  

  

322 

② 設備要件 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅰ 

付
帯
設
備 

１．トイレ 

◆観客エリア内に入場可能数

に対して、右記割合の人が同

時に利用可能な規模でトイ

レ設備がある 

入場可能数5,000人までは

３％とし、5,000人を超える

人数に関しては推奨2.5％、

必須２％とする。 

★★★: 

３％ 

(5,000人 

まで) 

２％ 

(5,000人 

超過分) 

－  

◆運営エリア内に関係者、メデ

ィア、来賓等の人数規模に対

応する規模で、トイレ設備が

ある 

★★★ － 

 

◆観客エリア内の車椅子席に

隣接した位置に、適正規模

で、多目的トイレ（身障者用

トイレ）がある 

★★★ － 

◆観客入場口付近の館内もし

くは館外に、入場待ちの観客

が利用できるトイレ設備が

ある 

★★★ － 

◆便器様式の配置比率は、少な

くとも「洋式トイレ」が全体

の80％以上の割合で配置さ

れている 

★★★ － 

  



  

  

323 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅰ 

付
帯
設
備 

２ 

専
用
諸
室 

(1) 医務室 

◆館内に適切な広さで「医務

室」または「医務室」として

利用可能な部屋がある 

★★★ －  

(2) ドーピング

コントロール

室 

◆館内に適切な広さで「ドーピ

ングコントロール室」または

「ドーピングコントロール

室」として利用可能な部屋が

ある 

仮設対応の場合、トイレ設備

が当該部屋に隣接してあり、

部外者の立ち入りが規制で

きる 

★★★ －  

《「ドーピングコントロール室」の必要要件》 

イ：設置場所は、観客やメディア、来賓等の部外者が近づくことができな

い場所である 

ロ：設置場所は、可能な限り、コートまたはチーム用更衣室から移動しや

すい場所である 

ハ：必要な設備は以下の通り 

・最大４人が利用可能な「待合室」 ※イスまたはソファ、テーブル、

冷蔵庫、テレビ等の必要備品を配置 

・最大４人が利用可能な「検査室」 ※テーブル、イス、キャビネッ

ト、冷蔵庫等の必要備品を配置 

・「検査室」内、仮設の場合は「検査室」と隣接した場所にトイレ設備、

および洗面台がある 

  



  

  

324 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅰ 

付
帯
設
備 

２ 

専
用
諸
室 

(3) 各種設備運

用調整室 

◆館内に常設されている各種設

備の管理、調整を行う専用諸室

があり、各種設備の利用時に利

用可能である 

※管理事務室など、ひとつの

部屋に集中設置されてい

る場合を含む 

・音響設備調整室 

・大型映像設備調整室 

・通信回線集積装置（の設置

されている部屋） 

・電気設備室 

・館内共聴設備（の設置され

ている部屋） 

★★★ －  

３ 

利
用
貸
出
付
帯
設
備 

(1) インターネ

ット環境・回

線 

◆インターネットに接続可能

なブロードバンド回線（光回

線）が導入されており利用可

能な状態にある 

もしくは必要に応じて敷設・

契約できる状態にある 

※複数回線備えていること

が望ましい 

－ ★★★  

《推奨要件》 

入場者が席やコンコースにおいてWi-Fi等インターネット回線が問題なく

利用できる 

  



  

  

325 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

Ⅰ 

付
帯
設
備 

３ 

利
用
貸
出
付
帯
設
備 

(2) 臨時電源設

備 

◆常設電源にてまかなえない

電源使用が見込まれる際に、

利用可能な臨時電源設備が

ある 

もしくは発電機および電源車

で補完が可能である 

★★★ － 

 

◆天災等で停電した場合に、来

場者が安全確保のために稼

働できる非常発電設備を備

えている 

★★★ － 

《臨時電源設備に関する要件》 

イ：施設が契約する指定の電気工事会社がある 

ロ：メインアリーナ内、または隣接する位置に配電盤設備が複数ある 

 

《臨時電源設備に関する推奨要件》 

・中継の予備電源として利用できる独立した配電盤（100Ａ以上）の設備が

ある 

Ⅱ 備品 

◆ホームゲーム開催時に必要

となる「什器備品」が、必要

規模で、貸出備品として施設

に配備されている 

－ ★★★ 

 

◆ホームゲーム開催時に必要

となる「設営備品」が、必要

規模で、貸出備品として施設

に配備されている 

－ ★★★ 

◆施設に配備されている貸出

備品がリスト化されており、

原状復帰に関する明確な規

定が文書化されている 

－ ★★★ 

◆諸室内に常設配備されてい

る備品の指定場所以外での

使用ができる 

－ ★★★ 

  



  

  

326 

③ 競技要件 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

１．「コートセッティ

ング図面」の承認 

◆以下の要件を踏まえたホー

ムゲーム開催時の「客席図

面」を、リーグに提出し事前

の承認を受ける 

・試合コートのデザイン 

・競技器具の配置位置（ゴール

/スコアボード） 

※ゴールのパッド前面の位置

を正確に記載 

・広告看板 

・IRS機材配置位置 

・スコアラーズテーブル 

・チームベンチ 

・コートスイーパーの待機位置 

・ゲームディレクター、医師（お

よび看護師）、ゲームＭＣ、

音響オペレーター等の座席

位置 

・フォトグラファーポジション 

・中継カメラポジション 

・テレビ中継用フラッシュイン

タビューポジション 

※コートセンター位置の場合

はその旨を記載 

・記者会見場 

・選手の囲み取材を行うスペー

ス 

・試合コート周辺の運営動線

（通路） 

・バックアップ用競技器具のス

タンバイ位置 

・その他、試合コート周辺に配

置される運営機能に関わる

諸室配置 

★★★ －  
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

１ 

「
コ
ー
ト
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
図
面
」
の
承
認 

(1) ゴール器具（バ

スケット台） 

◆ホームゲームで使用される

ゴール器具は、ＦＩＢＡによ

る 「 OFFICIAL BASKETBALL 

RULES 2020 -BASKETBALL 

EQUIPMENT-」のLEVEL1に基づ

く仕様の器具が使用される

（エンドラインより最低２

ｍ離れた位置に土台を設置

できるもの） 

  ただし、バックボードについ

てはアクリルでも可とする 

－ ★★★ 

 

◆ホームゲーム開催時は、ゴー

ル器具の故障や破損等の事

故に備え、バックアップ用の

ゴール器具を一対配備する 

また、このバックアップ用の

ゴール器具は、ホームゲーム

で使用されている器具と原

則同様の機種のものである 

－ ★★★ 

(2) ショットクロ

ック器具（24秒

計） 

◆ホームゲームで使用される

ショットクロック器具は、Ｆ

Ｉ Ｂ Ａ に よ る 「 OFFICIAL 

BASKETBALL RULES 2020 –

BASKETBALLEQUIPMENT- 」 の

LEVEL1に基づく仕様の器具

が使用される（ゲームクロッ

クとショットクロックの二

段表示） 

－ ★★★  
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

１ 

「
コ
ー
ト
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
図
面
」
の
承
認 

(2) ショットクロ

ック器具（24秒

計） 

◆ホームゲーム開催時は、ショ

ットクロック器具の故障や

破損の事故に備えバックア

ップ用のゴール器具にショ

ットクロックを搭載しバッ

クアップに備える 

また、このバックアップ用の

ショッククロック器具は、ホ

ームゲームで使用されてい

る器具と原則同様の機種の

ものである 

－ ★★★  

(3) スコアボード

器具（得点版） 

◆ホームゲームで使用される

スコアボード器具は、ＦＩＢ

Ａ に よ る 「 OFFICIAL 

BASKETBALL RULES 2020 

-BASKETBALLEQUIPMENT-」の

LEVEL1に基づく仕様の器具

が使用される 

  ただし、センターハングビジ

ョンを使う場合に、ベンチの

反対側に1枚のボードは不要

とする。 

 また、出場選手の氏名、個人

得点、個人ファウルの表記に

ついては必須とせず、今後の

検討とする 

－ ★★★ 

 

◆ホームゲーム開催時は、スコ

アボード器具の故障や破損

の事故に備え簡易式の表示

器具をバックアップ用のス

コアボード器具として配備

する 

－ ★★★ 

  

行
送

1
4
P
→

1
3
.
5P
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 
１ 

「
コ
ー
ト
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
図
面
」
の
承
認 

(4) テーブルオフ

ィシャル用器具

および備品 

◆ホームゲームで使用される

テーブルオフィシャル用器

具および備品は、ＦＩＢＡに

よる「OFFICIAL BASKETBALL 

RULES 2020」に基づく仕様お

よび内容の器具および備品

が使用される 

－ ★★★  
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④ スペース・入場口要件 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

１ 

各
種
ス
ペ
ー
ス 

(1) エントランス

ロビー 

◆観客用入場口内の館内スペー

ス（エントランスロビー）は、

入場可能数に応じて、一時的に

観客が収集した際にも安全な

状態が維持できる十分な広さ

がある 

★★★ － 

 

◆エントランスロビーは、各種

設置物が設置された場合に

おいても、観客の滞留によっ

て混乱が生じないような十

分な広さが確保できる 

※各種設置物の対象は以下

の内容を想定する 

・各種受付テーブル、総合案

内テーブル 

・スポンサーブース 

・臨時グッズ売店 

・臨時飲食売店 

★★★ － 

◆エントランスロビー内に仮

設による設置物を設置する

場合は、事前に施設および消

防の許可を得ている 

また、電気、火器等の使用が

ある場合には、相応の許可を

得て実施する 

－ ★★★ 

  



  

  

331 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

１ 

各
種
ス
ペ
ー
ス 

(2) 観客エリア内

コンコース 

◆エントランスロビーから観

客席エリア内へのコンコー

ス及び通路は、入場可能数に

応じた幅員があり、観客の通

行時や一時的な滞留時にも

支障がない十分な広さがあ

る 

★★★ － 

 

◆観客席エリア内コンコースは、

以下の要件によって、通行の安

全が確保できない状態に決し

てならない 

・ブース等の設置物の設置 

・意図的に観客の滞留を生じ

させるような行為 

・「立見席」の設定 

－ ★★★ 

◆観客席エリア内コンコース

及び通路は、土足での利用が

可能である（施設としてもし

くは運営上養生することで

可能な場合も含む） 

－ ★★★ 

(3) 運営エリア内

コンコース 

◆ホームゲームの開催時に運

営上、関係者以外の立ち入り

や通行を制限するエリアに

あるコンコースは、チームの

移動や物品の運搬等に支障

がない十分な広さがある 

★★★ －  

  



  

  

332 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

１ 

各
種
ス
ペ
ー
ス 

(3) 運営エリア内

コンコース 

◆運営エリア内コンコースは、

以下の要件によって、通行の

安全が確保できない状態に

決してならない 

・荷物の無作為な放置 

・テーブル席など固定物の設

置 

・大人数の待機場所等の控え

スペースとしての使用 

※上記要件を避けるために

必要に応じて「臨時倉庫」

として使用可能なスペー

スを確保する 

－ ★★★  

２．入退場口 

◆観客の入場口以外に、下記対

象の専用入場口を設定し、観

客との接触を避けられるよ

うにする 

・ブロードキャスター（テレ

ビ中継関係者） 

・来賓 ※チケットで入場す

る招待者は除く 

・チーム 

・運営役員及びスタッフ（ボ

ランティアを含む） 

※メディアについては専用

入場口を設定できること

が望ましい 

★★★ － 

 

◆施設の構造上、複数の入場口

の設定が困難な場合は、安全

を確保する運営体制を敷き

実行する 

ただしチームの入場口は必

ず観客の入場口から離れた

位置に設定する 

－ ★★★ 



  

  

333 

⑤ 諸室要件 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

１ 

更
衣
室
（
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
） 

(1) チーム用更衣

室 

◆ホームゲーム開催時にチー

ムが使用する更衣室（ロッカ

ールーム）は、チーム全体の

人数に相応する規模の広さ

が確保でき、軽食等が提供で

きる机等が配備されている 

また、ひとつのチームに付き

１室の更衣室が用意される 

※広さを確保するために複

数の部屋を充てることも

可 

★★★ － 

 

◆ホームゲーム開催時にチー

ムが使用する更衣室（ロッカ

ールーム）には、下記の設備

が室内に常設されている 

・シャワールーム（選手の人

数に応じて複数人が同時

に使用できる規模） 

※更衣室から他との接触

なしにアクセスできる

位置にシャワールーム

があり、その利用に支障

がない場合はその限り

ではない 

・トイレ 

※更衣室に隣接してトイ

レ設備があり、その利用

に支障がない場合はそ

の限りではない 

★★★ － 

《チーム用更衣室推奨備品》 

備品として、着席可能なロッカー、トリートメント用のベッド、製氷機等が配

備されている事が望ましい。 

  



  

  

334 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

１ 

更
衣
室
（
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
） 

(2) 審判用更衣室 

◆ホームゲーム開催時に審判

が使用する更衣室（ロッカー

ルーム）は、その使用人数に

相応する規模の広さが確保

でき、机とイスが配備されて

いる 

ただし、男女別に設定する必

要がある場合は、２部屋用意

する 

更に、審判用更衣室は、チー

ム用更衣室と動線上接触し

ないこと 

★★★ － 

 

◆ホームゲーム開催時に審判

が使用する更衣室（ロッカー

ルーム）には、下記の設備が

室内に常設されている 

 ただし、男女別に設定する必

要があり、2部屋用意する場

合には、どちらか一方の室内

に常設されていれば足りる

ものとする 

・シャワールーム（審判の人

数に応じて複数人が同時

に使用できる規模） 

・トイレ 

※更衣室に隣接してトイ

レ設備があり、その利用

に支障がない場合はそ

の限りではない 

★★★ － 

(3) その他控室 

◆その他、演出出演者等用に控

室が必要な場合は、チーム、

審判用とは別に、専用の更衣

室を設定する 

★★★ －  



  

  

335 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

２ 

運
営
諸
室
お
よ
び
ス
ペ
ー
ス 

(1) 主催者・主管者

用諸室 

◆ホームゲーム開催時に下記

の諸室に利用できる部屋（転

用できるスペースでも可）を

確保すること 

・運営本部 

・運営スタッフ控室（クラブ

スタッフ以外の運営スタ

ッフが利用できる部屋） 

・警備員および警備スタッフ

控室 

・競技スタッフ控室 

★★★ －  

《推奨備品》 

諸室において推奨される備品は下記とする 

・インターネット回線 

・館内モニター（運営本部や警備員および警備スタッフ控室） 

・複合機（コピー等） 

(2) メディア用諸

室およびスペー

ス 

◆ホームゲーム開催時には、メ

ディアワークルーム、記者会

見室、囲み取材エリアを確保

すること 

★★★ －  

各諸室は下記設備を設けることとする 

・メディアワークルーム 

※配備備品および設備：テーブル席、電源設備等 

※メディアワークルームにはインターネット回線があることが望ましい 

 

・記者会見室 

※バックドロップ、音響機器（必要に応じて）、照明器具等 

※記者会見室は、他からの音が入らないよう配慮されている事が望ましい 

 

・囲み取材エリア 

※バックドロップ、照明器具等 

※囲み取材エリアは、試合アリーナ内の音が遮断できる位置にあり選手お

よびメディアがアクセスできるスペースにあるものとする 

  



  

  

336 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

２ 

運
営
諸
室
お
よ
び
ス
ペ
ー
ス 

(5) メディア用諸

室およびスペー

ス 

◆ホームゲーム開催時には、ミ

ックスゾーンが確保できる ★★★ －  

《ミックスゾーンの定義》 

試合コートから会場退出までの選手動線上に存在し、選手エリアとメディアエ

リアが仕切られた、インタビューなどを行うエリア 

 

《ミックスゾーンの推奨要件》 

メディアに流れる事を意識し、見栄えを整えている事。 

またバックドロップ等配備することが望ましい。 

(6) ブロードキャ

スター用諸室お

よびスペース 

◆ホームゲーム開催時には、

テレビ中継スタッフ控室、

およびポストゲーム用フ

ラッシュインタビューポ

ジションを確保すること 

 なお、ポストゲーム用フラ

ッシュインタビューポジ

ションは試合コート内を

使用する場合には、充足し

ているものとする 

★★★ －  

《諸室の推奨要件》 

インターネット回線を備えている事が望ましい 

３ 

観
客
席
内
運
営
エ
リ
ア 

(1) メディア関連

エリア 

◆ホームゲーム開催時には、ス

タンド席、アリーナ席を問わ

ず、コート全体を見渡せる位

置に、テーブル席として試合

を取材するメディア専用の

座席を設置する 

テーブル席は、１人当り幅

600mm以上のスペースを確保

し、奥行きは１人当り450mm

以上とする 

－ ★★★  

  



  

  

337 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

３ 

観
客
席
内
運
営
エ
リ
ア 

(1) メディア関連

エリア 

「メディア席」には下記の必

要な設備を配備する 

・電源 

※１人のメディアに対し

て１口以上のコンセン

ト（交流100Ｖ） 

※１人当りの電気容量は

200ｗを想定しエリア全

体の容量を確保する 

・インターネット回線（無線

または有線） 

※１人に対して１口/Wi－

Fiの場合は50Mbps以上） 

※ただし、インターネット回線

は必要に応じて配備するも

のとするがメディアサービ

スとして推奨する 

－ ★★★  

◆ホームゲーム開催時には、ス

タンド席内のチームベンチ

と逆側に、ノンライツブロー

ドキャスター用のニュース

取材カメラ（ＥＮＧ）を設置

するためのスペースを確保

し、そのエリアには観客が立

ち入ることができないよう

に措置する 

また、そのＥＮＧカメラポジ

ションの四方は、カメラ撮影

の障害にならないような座

席配置を主催・主管者は配慮

しなければならない 

－ ★★★  

《推奨要件》 

設置するスペース等は別途Bリーグが定めるメディアガイドラインを遵守でき

ることが望ましい 



  

  

338 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

３ 

観
客
席
内
運
営
エ
リ
ア 

(2) ブロードキャ

スター関連エリ

ア 

◆ホームゲーム開催時には、ス

タンド席内のチームベンチ

と逆側に、テレビカメラを設

置するためのスペースを確

保し、そのエリアには観客が

立ち入ることができないよ

うに措置する 

また、そのテレビカメラポジ

ションの四方は、中継制作の

障害にならないような座席

配置を主催・主管者は配慮し

なければならない 

－ ★★★ 

 

◆テレビ中継が行われる試合

で、試合会場から実況放送す

る場合（生中継、録画中継を

問わず）は、スタンド席内の

チームベンチとは逆側に、コ

メンタリーポジションを設

置するためのスペースを確

保すること 

★★★ － 

◆コメンタリーポジションに

は観客が立ち入ることがで

きないように措置する 

コメンタリーポジションは

テーブル席とするが、その設

置は中継局が独自に行うこ

とを前提とする 

－ ★★★ 

  



  

  

339 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

３ 

観
客
席
内
運
営
エ
リ
ア 

(2) ブロードキャ

スター関連エリ

ア 

◆コメンタリーポジションに

は、主催・主管者が下記の設

備を配備する 

・電源 

※コメンタリーポジショ

ン当り２ｋｗを想定し

て電源タップ（６口以

上）を配置する 

・インターネット回線（無線

または有線） 

※信号伝送回線は別とす

る（中継局独自の手配と

する） 

※ただし、インターネット回線

は必要に応じて配備するも

のとするが中継局サービス

として推奨する 

－ ★★★  

《推奨要件》 

テレビ中継カメラポジションは下記とできる事が望ましい 

・ベースカメラおよびタイトカメラの角度は15°～22°の範囲 

例）この範囲に収まらない場合、FIBA等が定める国際大会基準に合わない可

能性があります。 

・コートサイドカメラを拡張した際にLEDビジョンの影響を受けないように考

慮されている 
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⑥ 観客対応要件 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

１．当日券売り場 

◆ホームゲーム開催時には、事

前にチケットが完売してい

ない場合、観客用入場口に隣

接した位置に、既存の設備の

使用、または仮設設置によ

り、「当日券売り場」を設け

る 

夜間の場合で周辺に照明設備

がない場合は、観客が分かり

易いように照明設備を配備す

る 

－ ★★★ 

 

この「当日券売り場」の位置

が観客に分かり易いように、

適切に表示や案内を配備する 

－ ★★★ 

◆当日券売り場前のスペース

は、販売開始時間前の購入待

機列を適切に、安全に設定で

きるように、十分な広さを確

保する 

－ ★★★ 

２．観客用入場口 

◆ホームゲーム開催時には、入

場可能数に応じて、観客専用

の入場口を設定し、入場に支

障がない規模で、使用するド

アの数等の間口を余裕を持

って設定する 

夜間の場合で周辺に照明設備

がない場合は、観客が分かり

易いように照明設備を配備す

る 

★★★ － 

 

 この「観客用入場口」の位置

が観客に分かり易いように、

適切に表示や案内を配備す

る 

－ ★★★ 

  



  

  

341 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

２．観客用入場口 

◆観客用入場口前のスペース

は、開門時間前の入場待機列

を適切に安全に設定できる

ように、十分な広さを確保す

る 

－ ★★★  

３．館内の観客対応サ

ービス機能 

◆観客用入場口内のエントラ

ンスロビー内に、観客用の下

記のサービスが提供できる

総合対応窓口を設ける 

 

－ ★★★  

総合窓口において以下のサービスを提供する。 

ただし他ブースと併設してサービスを提供することも可とする。 

・落し物、迷子等の統括窓口として情報の集約と提供 

・ホームゲームに関する各種情報の集約と提供 

・観客に関わる各種お問い合わせの窓口 

・館内での事件、事故、急病等のトラブル情報の集約と運営本部への連絡  

など 

３．館内の観客対応サ

ービス機能 

◆館内において観客の急病、ケ

ガが発生した場合に対応す

るために、観客の一時的な搬

送が可能な位置に、既存設備

の使用、または仮設設置によ

り、「救護室」を設ける 

－ ★★★ 

 

この「救護室」で応急措置を

行う医師（および看護師）を、

配置する 

－ ★★★ 

この「救護室」には、以下の

備品を配備する 

・イス 

・ベッド（長椅子での代用も

可能） 

※応急措置に必要な医療器

具、医薬品等は医師が用意し

持ち込む 

－ ★★★ 
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検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

３．館内の観客対応サ

ービス機能 

◆乳幼児を同伴する女性客の

ために、観客席エリア内に、

既存設備の使用、または仮設

設置により、「授乳室」を設

ける 

ただし、多目的トイレ（身障

者用トイレ）内に授乳設備が

設置されている場合は、その

限りではない 

－ ★★★ 

 

◆遠方から来場する観客等が

座席下に置けない大きさの

手荷物を保持する場合を想

定して、既存設備の使用、ま

たは仮設設置により、手荷物

一時預かりスペースを設け

る 

ただし、預かる物の仕様制限

に関しては主催・主管者が決

定する 

また、この機能を他スペース

やブースと併合することで

も可とする 

－ ★★★ 
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⑦ 警備・緊急時対応要件 

検査項目 基準要件 

新Ｂ１ 

備考 2024年 

審査時 

2026年以降 

審査時※ 

１．対応マニュアル対

応準備 

◆ホームゲーム主催・主管者

は、下記の要件に基づき、セ

キュリティ、および緊急事象

発生時の対応マニュアルを

事前に整備し、事前にリーグ

の確認と承認を受ける 

・避難誘導マニュアル 

※地震、火災等の発生時の

対応 

・事故発生時対応マニュアル 

※転倒、落下等の事故発生

時の対応 

下記についても作成してい

る事が望ましい 

エマージェンシーアクショ

ンプラン 

 ※選手のけが（脳震盪等）

の救急が発生時の対応 

－ ★★★ 

 

◆ホームゲーム主催・主管者

は、下記の要件に基づき、該

当する行政機関や警察、医療

機関の助言を受け、適時適切

な対応を行う体制を整備す

る 

・国際情勢、社会情勢を踏ま

えて、テロ、騒乱、敵害行

為等の発生が国内で頻繁

に起こっている場合 

・SARS、インフルエンザ等が

流行している場合 

・不審物が館内で発見された

場合 

－ ★★★ 
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２．警備体制 

◆ホームゲームの安全な開催

を維持していくために、ホー

ムゲーム主催・主管者は、以

下の要件に基づき、館内の警

備体制を敷く 

・対象者以外が侵入、通行を

許可されないエリアへの

侵入が懸念される場合 

・観客に対する抑止力の行使

が必要である場合 

・公道上での車両の一時的な

通行規制、または交通整理

が必要である場合 

※専門資格者以外は不可 

※会場警備業務の中には、

警備員資格者以外が業

務を担当したことによ

る責任問題が浮上する

場合がある 

－ ★★★ 

 

◆上記要件に関連して以下の

箇所には警備員資格者を配

置する 

・選手・スタッフの入退場に

使う出入り口 

・選手・観客の接触が発生す

る箇所 

・敷地近辺の公道上で交通整

理が必要となる場合 

－ ★★★ 

  


